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１０月３０日～１１月７日に「秋の講演会」がありました。今回は、本会初めての試み

として、オンデマンド配信にて実施しました。各自、好きな場所で好きな時間に、講演会

の動画（YouTube の限定公開）を視聴しました。また、受講者にはアンケートを通じて感

想及び質問をいただきました。 

第７６号では、皆さんからお寄せいただいたアンケートから、感想の一部を紹介します。 

 

「聴覚障害教育における現状と課題を踏まえた実践」 

独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 

研究企画部 総括研究員    山本 晃 先生 

 

・全国的な流れや、実際山本先生が実践されてきた指導の大切なポイントを教えて下さり、大

変参考になりました。聾教育は一筋縄ではいかないということをつくづく感じさせられてい

ます。私自身、聾学校に赴任し 17年目になりますが、まだまだ指導していく上で勉強しなく

てはいけないことが山積みです。ただ新しい先生へ伝えていかなくてはいけない立場になっ

てきて、山本先生がおっしゃるように「マニュアル」や「こうすれば授業ができるポイント」

などを教えてほしいとよく耳にしますが、そこが「これだけ身につければ大丈夫」というよ

うな分かりやすい言葉で明確に伝えられないところであり（私自身の未熟さもあると思いま

すが）異動が多くなってきたここ数年、継承の難しさを感じています。面白さの中に難しさ

も感じていますが、今後も子どもたちと丁寧に関わり、子どもの気持ちを理解でき、代弁で

きる教師でありたいと思います。そしてお天気メソッド面白かったです。現在幼稚部にいる

ので、幼稚部の子どもたちでもできそうなところからやってみたいと思いました。 

 

・言語活動は、聴覚障害の子どもだけでなく、知的障害の子ども、もっと言えば通常学級の子

どもにも必要だと思いました。日本語は豊かな表現もたくさんある中、感情を一言で表現し

てしまいがちな子どももたくさんいます。先生の実践であったように、表現する際に、程度

を表す言葉、気持ちを表す言葉、身体の変化を表す言葉を入れるという風に定義付けると子

どもも表現しやすく、豊かな表現が生まれると思いました。ぜび実践したいと思います。  

 

・今回の講演は特に後半が、私にとってはとても勉強になりました。どんなことを先生方が実

践されているのか具体的に伝えていただけましたし、どういうことが大事でポイントとなる

のか参考になることがたくさんありました。今回の講演を参考にこれから子どもへの接し方

や授業内容を考えていきたいと思いました。  



・聴覚障害児の課題について、今まではざっくりとコミュニケーションだろう…？と思ってい

たことが、具体的な内容を知ることで少しイメージできました。現状について、写真や例題

も見せていただけたことで、今受け持っている高等部の生徒が過去どのようにして学んでき

たのかを知ることができました。  

 

・コロナ禍で全国の聾学校に関する状況の行政説明などをゆっくりと聞く機会を逸していたの

で、調査報告など興味深く拝聴することができました。CI両耳装用が当たり前になり、装用

閾値がかなり軽い幼児児童生徒が増える中で、指導法の改善や工夫を進める必要性があると

感じました。また、２部の実践編では聾学校の在席数が減少する中でどのように主体性、対

話性を担保していくかという喫緊の課題について示唆をいただき大変参考になりました。加

えて、言語活動の工夫など教員研修でやってみようかなあと思いました。いずれにしても日

常の実践に落とし込んでいければと思いました。 

 

・来年度、学校に人工内耳の重複障害の子どもが入学してくることが決定しています。初めて

の受け入れで環境調整や支援の方法等不安でいっぱいです。言語学習の実践等とても勉強に

なり、今後の参考にさせて頂きたいと思いました。また、知的障害子どもたちにも必要な言

語の力とも結びついていると感じました。ありがとうございました。 

 

・制度的なお話から具体的実践のお話まで幅広く大変興味深く拝聴させて頂きました。ありが

とうございました。  

 

・現在の聾教育の状況を概観することができました。  

 

感想の他にも、質問をいただいています。お寄せいただいた質問は、講師の山本晃先生から

回答をいただき、インターネット上で、質疑応答（PDF ファイル）として、限定公開いたし

ました。ありがとうございました。 

 

 

 

《令和３年》 

１２月１０日（金） 冬の学習会 案内発送、 機関紙７６号発行   

《令和４年》  

１月２８日（金） 第３回代表委員会 （Zoom）  

１月２９日（土）～ ２月６日（日） 冬の学習会 （オンライン開催）   

講 師 白澤 麻弓 先生  

（筑波技術大学 障害者高等教育研究支援センター障害者支援研究部 准教授）      

テーマ「聴覚障害のある児童・生徒のオンライン授業での支援方法について」   

３月下旬 集録 第２２号 発行、 機関紙 ７７号 発行 
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